
神
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県
漢
詩
逹
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え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
た
言
絶
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皓  旬 漱  ● ネ ● た  ●
詩

　

題
人

我

関

躇

落

禁

行

0 氏

邊

街

樹

秋

率

た

0 半

空

雲

去

月

半

榮

● ん

立

高

棲

切

・人

清

0

● 0 O ● 城
市
秋
率0 0 O 0

0 ● ● 0

● 0 0 0

e O O ●
庚
　
韻

◎ ● ◎ 0

えし下み蛯

た
穂

　
関
か
に
邊
景
を
弟
み
て
行
く

鳥

歓
織
を
逍
ゃヽ
て
　
縫
澤
た
き

投
密
　
雲
去
リ
　
ル
五
滲
え
る

た
理
す
驚
撻
は
　
な
潔
を
裸
さ

出
市
養
虜

名簿N0   1

譲奎・共薇 作著メモ

人
我
―
化
人
と
我
。

太
清
＝

作
詩
曰

辛
入
式

合
わ
二
年
た
月
七
日

仄
　
え
　
式

名

前

キ
出
　
力
彦

その●_の メそ

|
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神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】
（
と
言
絶
句

）

錯  ● 転 旬 ネ 句 た ●
詩

　

通
カ

今

災

禍

恙

荒

陪

藩

路

住

民

多

薇

害

彙

　

二ｗ
　

凄

然

占

整

　

樺

年

年

歳

歳

島

氏

　

水

鷹
風
水
襲

仄
　
韻

◎ ● 0 ◎

夫し下み蛯

賊
夕
の
対
禍
　
態
が
晦
る

竜
藤
の
仁
應
ン
槻
客
舞
し

薦
ぽ
歯
だ
　
お
協
　
批
″

鏡

々
誌
々
　
驚
ズ
　
着
た
る

彫
で
恭
盤
ゥ

Z簿  ヽ  2
鰺‐ 失次 作詩メモ

熱
澤
　
伊
ユ
ル
　

の
ユ
地
＝
崚
な
ど
　
天
災
に
人
史
が
か
わ
ろ
ケ
ー

ス
が

多

く

な

っ

た

。

嬌
霧
＝
ど
く
ろ
を
ま
い
て
う
す
く
ま
る

恙

え
０

蓬

け

て

こ

と
を

な

げ

や

り

に
す

る

作
詩
嗜

千
仄
式

今
わ
二
年
え
月

千
　
起
　
式

名

前

宇
苺
次
郎

その他のメモ
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神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
吉
絶
句

）

始 ●| 転 旬 ネ 旬 起 ●

詩

　

題舌

風

吹

素

助

秋

率

0 深

　

花

路

傍

　

姦

語

鮨

O 踏

遊

今

月

不

　

間

　

程

●
晩

　

水

坊

　

市

入

新

　

哺

0

0 0 0 0

城
市
秋
声

0 ● 0 O

● 0 O ●

● 0 0 0

0 ● 0 0
庚
　
韻

◎ ● ◎ 0

夫し下み競

猷
膚
　
普
を
た
き
　
縫
が

を
琲
く

異
た
の
鐵
ぽ

塁

轟

く

庁
を
貯
み
　
だ
囃
　
杯
を
貯
わ
ず

珈
恕

ガ
十
　
靴
嗽
に
な
り

灘
ャ

の
機
満
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静菫 共4・ 作書メそ

一　
笏
市
↓

ま
ち

作
詩

曰

千
仄
式

た

時

期

会

　

今

二

・
え

掟

法
名

前

目
嗚
　
宣
昭

そのにのメモ
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神
奈
川
県
漢
詩
豊
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】
（
た
言
絶
匂

）

綸  旬 漱  ● ネ 旬 え 旬
崎

　

題近

ロ

4

君

え

　

誼

深

● 異

郷

親

友

詩

萄

届

●
城

　

鬼

呆

　

賛

　

應

秋

`ヾ

0 風

え

靖

蛉

池

沼

澪

0

● O 0 ● |

|

‐ヨ

・・
‐
「
副

城
市
秋
率0 0 0 0

0 ● ● O

0 0 ● O

● 0 0 ●

0 ● ◎ ◎

えじ下み驚

近
■
オ
を
４
え
え
誼
を
沐
め
ん

異
外
の
親
友
よ
り
葡
萄
ん
る

咸
に
呆
実
え
ら
て
秋
を
感
ず
る
ヽ
な
れ
ば

風
え
や
か
靖
蛉
池
沼
の
澪

|

戒
市
秋
挙

名簿聰   4
苺註 ‐央崚 作書メモ

え
誼

〈
こ
う
ぎ
）
え
友
の
情

果
婦

（
い
き
ょ
う
）

自
分

の
ふ
ろ
き
と
で
な

い
ニ
ユ

澪

（
じ
ん
）

に
と
り
　
み
ざ
わ

埼
蛉

（
せ

い
れ
じ

と
ん
ぼ

作
詩
ロ

子
え
式

今
わ

二
年

八
月
末

仄

起

式

名

前

高
格
　
幸
峰

池
に
ト
ン
ポ
が
飛
び
か
い
、
街
十
の
店
頭
に
は
構
や
梨
な
ど
秋
の

果
実
が
工
び
始

め
た
。

そ
ん
な
青
子
を
目

に
し
て
決

の
気
配
を
薦

そのにのメモ

じ
て
い
た
ら
、
友
人
か
ら
薔
綽
′
送
ら
れ
て
き
た
。
久
し
く
会

っ

て

い

な

い
友

人

に

想

い
を

鼻

せ

た

こ

と

を

誅

い
ま

し

た
。
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神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
吉
絶
句

）

結 ● 転 旬 承 旬 え ●|
汁

　

題青 ○ 数 ● 筆 O 衛 O

螺 O 刻・ 落 ● 衡 O 城
市
秋
率樹・ 逍 O え O 風 O

上 ● 遥 O 楓 O 腱・

晩・ 到・ 錦・ 訪・

暉 O 郊 O 繍・ 秋 O 庚

韻
率 ◎ 外・ 萌 ◎ 行 ◎

議 み 下 じ え

都
蛾
概
掛
嚇
暉
の
準

部
が
畿
ぉ
場
が
に
瑯
れ
ば

禦
療
の
だ
輝
鋼
鋸
ぽ
ゆ

郷
符
藤
癬
や
か
に
様
を
謗
ね
律
く

讐
簾

名簿L
語註・典漱 作鋳メモ

街
衝

‥
ら
ま
た

筆
落

‥
ま
が
き

キ

蝉

‥

ひ

ぐ

ら

し

ゆ

う

ひ

作
壽
ロ

千

仄
式

Ｒ

３

　

８

　

３

０

平

た

式

名

前

式

口
　

一
郎

その他のメモ



皓 ● 転 句 ネ 旬 た ●
詩

　

題聰 O 可 ● 薔 o
ハ 憂 ○

壼・ 丼 O 容 ○ 去・ 城
市
秋
率え ○ 醇 ○ 雨 ● 初 O

何 O 醸・ 40‐ 井 〇

ぶ・ 凍 O 落 0 絡 ●

兼・ 簾 O 半 O 鮮・ 庚

韻
率 ◎ 内・ 清 ◎ 嗚 ◎

読 み 下 し 夫

聰
さ

ミ

尽

つ

く
す
た1
棺

響
の

声え

しヽ
場
彎
策鱗潔
洋

丼
く

む
ベ

資
″
駆
ご
ざ
鮨
軒
漆
．し
ヽ

葬

い
芽
り
材
め
て
妊
る
鮫
年

の
専
く
を

城
市
秋
率
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漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
屹
句

）

語註 典笑 作著メモ

作
詩

曰

千
仄
式

今
わ
二
年
キ
月
二
十
日

仄

え

式

名

前

千
賀
康
雄

その化のメモ



ZttNo

焙 ● ■ ●| ネ ● た ●
詩

　

題江

辺

涼

意

足

清

西

0 消

　

去

揮

嗚

残

暑

il■

0 4FF

几

満

夭

秋

色

浮

● 狂

　

風

通

立

格

頭

0

0 0 0 0 氏
風

一
通

0 O ● ●

● 0 0 0

0 O 0 ●

O ● 0 0
尤
　
韻

◎ ● 0 0

み   下   し   え燒

澪
と
の
澤
ポ
は
武
ど
に
な
る

汁
え
身
る
輩
部
に
舞
霧
熾
一き

年
ぎ
な
る
群
た
に
提
ダ
が

か
ぶ

な
黛
ぅ一
員
綺
頭
に
針
て
ば

摯
な
の
話
み

諄
= 
共薇 祥オメモ

神
奈
川
黒
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
す
と
句

）

作
諄

ロ

千
人
式

茶
わ
二
年
た
月
七
日

千

走

式

名

前

七

川

　

栗

そのたのメモ
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人

悲

豊

易

同

濁

流

村

窓

　

′

昼

渫

濠

雨

い
え

　
　
　

，
し

な

　
　

　

　

ひ

て
　
　
　
か

な

家
を
失

い
し
人
の
悲
し
み

あ

に

と

も

　

　

　

　

　

　

　

や

す

豊

同

に
す

る
易

か

ら

ん

わ

だ

く

，

，

う
０
い

う

げ

き
　
　

む

ら

む

ら

　

　

　

い
え

濁
流
棄
撃
　
村
々
の
屋

窓;

りP'と

を
J看諄う

湯:

し

鼻

な
々 '

あ

め

　

　

ヽ，
そ

ぶ

　

し

ょ

う

　

な

雨
に
哺
き
粂
を
嗚
ら
し

た
超
せ
こ
る

今
わ
二
年

松
本
祐
輔
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神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言
鯰
匈

）

誘針 典薇 作詩メモ

機
藩

　
揺
れ
動
く

々
　

洋
晴

い

その化のメモ
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神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
絶
句

）

皓 匈 伝 ● ネ ●| た ●|
詩

　

題歳

餘

エ

夫

董

作

煙

● 港

城

　

水

計‐

|

閉 |

● 留

聯

疫

鬼

勢

咸

厳

0 夏

　

去

秋

　

挙

　

起

四

邊

●

● O 0 ● 銭
市
秋
挙

0 ● ● 0

0 ● ● O

0 0 ● ●

● 0 O 0
先
　
韻

◎ ● ◎ 0

えし下み義

質
会
の
一
ガ
壁
げ
弓
と
僣
る

滲
彎
蓼
だ
偽
事
の
離
く
を
輩
さ
ず

|

部
影
せ
る
疼
ォ
封
咸
毎
な
り

産
ギ
リ
匁
声
ば
ど
に
せ
こ
る

蒸
ず
梶
薦

ZttM  ll
薔
=・
央t・ 作輩メモ

工
夫
‥
仕
事
に
，
や
し
た
時
間
と
労
力
。
多
力
、
修
行
ｏ

が
未

た
。

術
と
来
化
の
秋
で
す
。

こ
の
時
期
、

あ
ら

こ
ち
で

が
開

か
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、

昨
年

か
ら
燿
度

っ
て

い
る

フ
ロ
ナ
感
染
症
が
な
成
を
０

つ
て
お
り
、
横
浜
市

は

の
夜
月
を

諄
可

し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

に
誅
響

に
段

ん
で
き
た

の
に
。

年
ヽ
そ
の
薇
澤

で
き

る
場

が
な

い
よ
う

で
す
。

作
詩

●

千
人
式

ヽ
和
二
年
九
月
六
日

仄
　
起
　
式

名
前

二
浦
昭
ニ

その化のメモ
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名簿No  12
静註 典飲・作詩メモ 結 ● 転 匂 ネ 匈 た ●

詩

　

題 神
漢
逹
　
九
詩
期
会
　
詩
箋
　
【セ
吉
亀
ユ

水 ● 静 ● 上 ● 防 O

流 ○ 穏 ● 陸 ● 災 0 民
風
未
襲末 0 突 ● 随 O 白・

下 ● 力 O 風 O 宅 ●

不 ● 雲 0 子・ 極 ●

尋 〇 影 ● 柔 ● 多 0 陽

韻
V常 ◎ ,え・ 当 ◎ に ◎

えみ   下   し焼 作
詩
口
下
わ
　
一二
年
た
月
八
日

床
下
の
水
流
　
尋
常
な
ら
ず

突
力
の
静
縫
　
雲
影
及
し

台
ス
の
上
陸
　
子
報
当
た
る

自
宅

の
　
防
史
に
　
多
忙
を
極
む

κ
風
未
業

名

前

森
谷
工
彦

その他のメモ

|

|



始 旬 転  旬 承 旬 た 句
詩

　

基比

姿

深

念

白

生

窮

● タ

来

残

畔

有

終

美

● え

袂

衛

オ

生

樹

菫

● 碧

え

カ

水

索

秋

風

●

〇 ● ● O 銭
市
秋
挙

● O ● O

● ○ O ●

● ● O ●

O O ● O 束

韻
◎ ● ◎ ◎

踏

の
条
辮

く
ざ

い
が
ず
か
ら
螢
赫
ま
る

外
篇
葎
輩
郷
機
の
デ

鰹
夕
に
糠
を
対
け
ば
れ
椰
撃
か
な
り

窺
ん
な
の
境
く
ぉ
機
が
民

灘
プ
槻
が
ぃ

名洋L 13

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

〈
セ
吉
絶
句

）

碁
= 
典欽・作詩メモ

①
結
匈
―
―
光
姿
深
全
鬼
生
驚

②
錯
旬
―
―
比
姿
使
念
我
生
隆

こ
の
姿
我
が
生

の
隆

む
る
を
合

は
じ
む

②

は
力
強
く
生
き
て
ゆ
き
た

い
意
を
　
　
と
考
え
ま
し
た
が

慮

じ
る
と
こ
ろ
が
た
く
麦
出

出
未
な

い
の
が
歯
痒

い
で
す
。

今
わ
二
年
９
１
提
出

昨
曰
７
月

の
社
工
が
る
き
今

口
９
月

の
た
句

と
菫
な
り
び
っ
く
り
、

た
句
―
―
商
え
妊
水

と
、
承
匈
―
―
―
意
白
■
た
り
、

知
が
ま

な
り

す
の
で
、

７
月

の
た
旬
は
高
え

一
碧
暑
蔵
凍
な
り
と
し
た

い
と
恙

い

ま

す
。
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神
奈
川
県
漢
詩
二
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
た
言
亀
句

）

静諄 典炊 作詩メモ

Ｏ
老
憬
　
年
老

い
て
物
事
を
す
る
の
が
お
っ
く
う
で
あ
る
こ
と

Ｏ
恰
顔
　
顔
色
を
や
わ
ら
げ
る
。

に
こ
に
こ
す
る
。

○

口
軍

　
マ
ス
ク
　
　
○
長
嵯
　
深
く
た
め
息
を

つ
い
て

その化のメモ

き

な

い
。

た

だ
長

い
た

め
亀

が

出

た
。

供
が
未
た
か
ら
と
い
っ
て
、　
コ
ロ
ナ
の
こ
と
を
点
れ
る
こ
と
は
で

よ
う
や
ぐ
沐
し

い
風
が
大

い
て
残
根

の
花
が
哄

い
た
。

日

馴

司

Ｊ
Л
利

な‐

ョ

Ч

翻

ョ

ヨ

川

刺

劇

剰

則

ヽ
――
到

「
―

街
行
く
人
「
副
一
普

マ
ス
ク
創
相

け
て

い
る
　
‐
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐

20180310

結 匂 転 ● 承 匈 え 句
詩

　

通不 O

能 O

恙・

疫・

ス・

長 O

嵯 ◎

城・

市・

行 O

ス ト O

春 0

ロ ●

軍・

老・

瀬・

1台 O

顔 O

啓・

閉・

家 。

涼 。

風 O

佛・

暑 0

公・

籠 O

花 ◎

城
市
秋
挙

麻

額

え

き

　
　

　

わ

す

痰
を
恙

あ

た

　

　

　

　

　

　

た
だ

ち

よ

う

さ

る
能
わ
ず
　
ス
長
嵯
す

る

じ

よ

う

し

　

　

ヽ
ヽ
う

し

ん
　

　

み

な

　

ヽヽ
う

と

う

誡
市

の
行
人
　
普

口
革

ろ

う

ら

ん

老
燿

か

お

　

　

よ

る

こ

　

　

　

　

　

ヽ
い
か
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